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衆
議
院
は
、
六
月
十
八
日
に
解
散
さ
れ
ま
し
た
。
七

月
四
日
に
公
示
さ
れ
た
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
投
票
日

は
七
月
十
八
日
（
日
）
。
併
せ
て
最
高
裁
判
所
裁
判
官
の
国
民
審
査
も
行
わ
れ
ま
す
。

　
選
挙
は
、
私
た
ち
国
民
が
政
治
に
参
加
し
、
主
権
者

と
し
て
そ
の
意
思
を
政
治
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
の
で
き

る
最
大
の
機
会
で
す
。
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

市
内
で

投
票
で

き
る
人

　
昭
和
四
十
八
年
七
月
十
九
日
以

前
に
生
次
れ
た
人
で
、
平
成
五
年

四
月
三
日
ま
で
に
宇
治
市
内
へ
の

転
入
届
け
を
し
、
引
き
替
是
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
。

　
な
お
、
次
の
場
合
は
、
前
住
所

地
の
響
厨
で
投
票
し
て
ぐ
だ
さ

い
。

▽
六
月
二
十
三
日
以
後
に
宇
治
市

　
内
で
転
居
を
し
た
人

▽
四
月
四
日
以
後
に
市
外
か
ら
宇

　
治
市
内
へ
の
転
入
届
け
を
し
た

　
人

※
た
だ
し
、
ど
１
　
り
の
場
合
も
、

　
前
住
所
地
の
選
苧
〈
名
簿
に
登

　
録
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
こ

　
で
投
票
ず
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

投
票
時
間
　

　
午
前
七
時
か
ら
午
堡
八
時
ま
で

た
だ
し
、
里
右
擾
票
所
（
笠
取

小
学
校
）
、
第
十
八
投
票
所
（
笠

取
第
二
小
学
校
）
は
午
後
五
時
ま

で
で
す
。投

票
所

入
場
券

　
投
票
所
が
記
載
さ
れ
て
い
る
投

票
所
入
場
券
蔵
世
帯
ご
と
に
お

送
口
し
毒
ｙ
。
投
票
日
に
は
各
自
、

自
分
の
部
分
を
切
昨
羅
し
で
投
票

所
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
醤
辨
入
場
券
が
届
か

な
か
っ
た
、
紛
失
し
た
な
ど
の
場

合
で
も
、
選
挙
入
名
簿
に
登
録
さ

時
代
を
つ
く
る
の
は
あ
な
た
の
一
票
で
す

（
昨
年
七
月
二
十
六
日
、
参
議
院
議
員
選
挙
で
）

－゛一一1

※問い合わせＸ　　ｌ

「‾

選挙管理委員会事務局!

（a20・8798）
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れ
て
い
れ
ば
伐
票
妥
星
す
。
投

票
所
の
受
付
係
に
申
し
出
を
。

　
仕
事
や
旅
行
、
出
産
な
ど
、
や

む
を
得
な
い
事
情
で
投
票
日
に
投

票
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
不
在

者
投
票
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
不
在
者
投
票
は
、
投
票
日
前
日

の
七
月
十
七
日
出
ま
吏
行
っ
て
い

ま
す
。
時
間
は
午
前
八
時
半
か
ら

¬

→不在者投票所位置図

駐
車
場

4

｀ S ，

午
後
五
時
ま
で
で
、
土
・
日
曜
日

も
投
票
で
灸
歪
す
。
印
鑑
を
持
っ

て
、
市
忿
巴
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
ベ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
次
の
場
合
も
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。
詳
し
こ
は
選
挙

管
理
委
員
会
へ
。

▽
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
、
指

　
定
さ
れ
て
い
る
施
設
に
い
る
人

　
　
（
そ
の
施
設
の
管
理
者
や
職
員

　
に
申
し
出
を
）
。

▽
身
体
障
害
者
手
帳
や
戦
傷
病
者

　
手
帳
か
痔
ち
、
一
定
の
要
件
に

　
該
当
す
る
人
。

－
－

」

ご
利
用
く
だ
さ
い
「
選
挙
公
報
」

一
肩
者
の
碧
、
遭
奮

・ｙｌ
・‥．｜

を
掲
載
し
た
選
挙
公
報
敬
七

月
十
五
日
㈹
の
朝
日
、
京
都
、

産
経
、
日
本
経
済
、
毎
日
、
読

売
の
各
新
聞
の
朝
刊
に
折
り
込

み
ま
す
。

　
ま
た
、
同
日
か
ら
次
の
各
施

設
に
も
置
き
ま
す
の
で
、
自
由

に
お
取
り
く
だ
さ
い
。

‐
木
幡
公
民
館

　
木
ｎ
内
畑
3
4
－
７

■
東
宇
治
消
防
分
署

　
五
ケ
庄
芝
ノ
東
2
8
－
２

■
宇
治
公
民
館

　
宇
治
里
尻
7
1
－
９

■
宇
治
市
役
所

　
宇
治
琵
琶
3
3

■
小
倉
公
民
館

‘
小
倉
町
寺
内
9
1

■
西
小
倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　
小
倉
町
南
綴
図
－
―

■
伊
勢
田
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
小
倉
町
西
山
4
4

■
広
野
公
民
館

　
広
野
町
寺
山
1
7
－
4
0
3

■
平
盛
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
大
久
保
町
平
盛
3
0
－
４

一
棋
島
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
横
島
町
石
橋
1
3

■
東
宇
治
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　
五
ケ
庄
三
番
割
3
6
1
5

投
票
所
の
変
更
～
お
問
違
い
な
く
！

　
今
回
に
限
り
「
開
公
民
分
館
」
を
「
羽
拍
子
集
会
所
」
に

｜ｙ ・ ｜
．｜・｜｜

｜

一
　

慎
干
一
思
餅
の
「
開
公
民
　
の
た
め
、
今
回
に
限
り
「
羽
拍
　
間
違
い
の
な
い
ぷ
コ
、
ご
注

」

ｑ
」
１
１
に
Ｊ
に
り
し

1
1
」
順
０
　
。
し

1 4
に

Ｌ

歴
史
資
料
館
夏
休
み
企
画
展

い
ま
と
む
か
し
の
巨
椋
池

　
宇
治
市
の
西
側
に
広
が
っ
て

い
た
巨
椋
池
は
、
今
か
ら
約
五

十
年
前
に
干
拓
さ
れ
て
一
面
の

晨
地
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
そ

の
一
部
は
、
工
場
や
住
宅
地
に

を
は
じ
め
、
古
い
地
図
や
漁
具
・

農
具
な
ど
を
写
真
や
パ
ネ
ル
と

共
に
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
、

家
族
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

の
一
部
は
、
工
場
や
住
宅
地
に
　
　
【
主
な
展
示
品
】

m
つ
て
き
て
い
ま
ず
。
　
　
　
　
巨
椋
池
干
拓
計
画
図
、
大
久

　
こ
の
企
画
箆
ヽ
巨
椋
池
の
　
保
装
翌
苑
引
絵
図
ヽ
水

今
と
昔
賀
子
竪
ち
が
見
て
　
車
ヽ
即
ヽ
モ
ン
‐
ヽ
ダ
マ

憬
分
か
り
や
す
い
よ
う
紹
介
す
・

る
も
の
。
水
辺
の
遺
跡
や
遺
物

ル
、
巨
椋
神
社
東
方
遺
跡
や
瓦

塚
古
墳
の
遺
物
な
ど
約
五
十
点

７月20日(火)～９月12日(日) (月曜休館)

開館時間・午前９時～午後5時

歴史資料館折居台1-1(文化1zンター内)
゛i･　　　　　　fi20・1311

舞台劇｢銭形平次｣
　　と歌謡ヒットパレード

８月２日月)詰＼?二回皿)

　　文化センター大ホール

問い合わせ・電話予約・主催

　(財)宇治市文化センター　S20 ・2川

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

217

衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民審査

　
受
け
付
け
中
で
す

　
不
在
者
投
票

投票日は7月18日（日

）です
生
か
そ
う
あ
な
た
の
一
票

ん
。

入

場

無

料
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お
は
な
し
会

　
▼
と
こ
ろ
・
と
き
・
・
・
中
央
図
書

館
（
き
2
0
・
1
5
1
1
）
＝
７
月
1
4

日
出
・
2
8
日
出
、
東
早
急
図
書
館

（
豊
3
2
・
2
2
3
2
）
＝
７
月
1
4
日

伽
。
い
ず
れ
も
午
後
３
堅
Ｔ
４

時
▼
対
象
・
：
幼
児
１
小
学
校
低
学

年
▼
内
容
・
・
・
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝

居
な
ど
。
参
加
は
無
料
。

　
お
は
な
し
た
ま
て
ば
こ

　
▼
と
き
・
：
７
月
汀
缶
、
午
後

３
時
～
３
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央

図
書
館
▼
対
象
・
：
子
供
か
阜
ハ
人

ま
で
▼
内
容
…
素
話
、
手
遊
び
、

読
み
聞
か
せ
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
阿

部
順
子
さ
ん
(
≪
3
2
4
・
8
2
2
0
）

へ
。
参
加
は
無
料
。

　
同
和
問
題
に
つ
い
て
話
ｋ
＝

ラ
時
、
差
別
さ
れ
る
理
由
と
し

て
『
同
和
地
区
の
人
た
ち
が
か

た
ま
っ
て
住
ん
で
い
る
か
ら
』

と
か
、
「
ほ
か
の
場
所
に
住
め

ば
差
別
さ
れ
な
く
な
る
」
と
い

っ
た
意
見
が
、
よ
く
出
さ
れ
ま

す
。

　
し
ぶ
し
、
こ
れ
ら
の
意
見
は
、

差
別
の
原
因
を
同
和
地
区
の
側

に
あ
る
と
し
て
い
る
点
で
根
本

㈹
（
土
・
日
曜
を
除
ぐ
）
、
午
後
５

堕
丁
了
時
半
。
７
回
▼
と
こ
ろ

・
：
西
帛
治
公
園
プ
ー
ル
▼
対
象
・
・
・

小
学
生
以
上
の
子
供
と
そ
の
親
▼

定
員
・
・
・
先
着
3
0
組
▼
申
し
込
み
・
・
・

市
民
体
育
課
（
容
内
線
2
6
2
1
）

へ
。
参
加
は
無
料
。

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

　
実
技
講
習
会

　
▼
と
き
・
：
７
月
2
4
日
出
、
午
後

１
時
～
と
３
時
半
ト
の
２
回
▼
と

こ
ろ
・
・
・
黄
堅
体
育
館
▼
対
象
・
・
・
1
5

歳
以
上
（
中
学
生
は
不
可
）
▼
定
員

・
：
各
先
着
3
0
人
▼
受
講
料
…
1
0

0
0
円
▼
申
し
込
み
・
：
1
8
日
㈲
、

午
前
９
時
か
ら
同
館
（
き
3
3
・
4

0
0
1
）
へ
顔
写
真
１
枚
（
３
り

×
２
・
５
ｔ
）
持
参
で
。

　
デ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス

〈
視
覚
障
害
者
の
ワ
ー
プ
ロ
教
室
〉

　
▼
と
き
・
・
・
７
月
1
8
日
間
・
８
月

８
日
㈲
、
午
後
１
時
半
～
４
時
▼

と
こ
ろ
・
：
磐
福
祉
会
館
▼
対
象

…
市
内
在
住
で
視
覚
に
障
害
の
あ

的
に
間
違
っ
て
い
ま
す
。

る
人
▼
定
員
・
・
・
先
着
―
人
▼
申
し

込
み
・
・
・
社
会
福
祉
協
議
必
一
（
萱
2
2
・

5
6
5
0
）
へ
。
参
加
は
無
料
。

〈
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室
〉
　
ノ

　
▼
と
き
才
７
月
吾
郎
、
示
後

Ｌ
時
半
ト
▼
と
こ
ろ
…
松
園
ボ
ウ

ル
（
小
倉
町
神
楽
田
）
▼
対
象
…

市
内
在
住
で
体
に
障
害
の
あ
今
人

▼
定
員
・
・
・
包
看
3
0
人
▼
参
加
費
・
・
・

障
害
者
５
０
０
円
、
家
族
８
０
０

円
（
２
ゲ
ー
ム
・
靴
券
込
み
）
▼
申

に
込
み
…
社
全
一
福
祉
協
議
会
（
a

2
2
・
５
６
５
０
、
フ
ァ
ク
ス
2
2
・

i
n
c
D
i
O
'
＾
)
へ
ｏ

　
難
聴
者
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
７
月
2
4
日
出
、
午
後

１
時
半
Ｆ
３
時
半
▼
ど
こ
ろ
・
・
・
宇

治
公
民
館
▼
対
象
…
市
内
在
住
で

聴
覚
言
語
に
障
害
の
あ
る
人
▼
テ

ー
マ
・
・
・
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
知

恵
（
要
約
筆
記
も
あ
り
ま
す
）
▼
申

し
込
み
・
：
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先

を
書
い
て
1
7
日
出
ま
で
に
社
会
教

育
課
（
フ
ァ
ク
ス
2
2
・
3
0
4
0
）

へ
。
参
加
は
無
料
。

　
児
童
手
当
・
特
例
給
付

　
現
況
届
の
提
出

　
児
童
雨
当
・
特
例
給
付
を
営
け

侃
私
は
、
憲
法
で
も
第
二
二

条
の
「
居
住
・
移
転
の
自
由
」

で
、
保
障
吝
れ
て
い
ま
す
。

　
差
別
舎
営
け
な
い
た
め
に
、

　
「
住
ま
い
金
笹
」
な
ａ
ｊ
Ａ
Ｊ
だ

れ
が
言
え
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

同
和
問
題
の
解
決
を

め
ざ
し
て
3

　
だ
れ
で
も
目
分
の
生
ま
れ
育

っ
た
と
こ
ろ
に
住
み
続
け
る
か
、

希
望
す
る
と
こ
ろ
に
住
ま
い
を

移
す
か
は
、
本
人
の
選
択
に
任

せ
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
ど
こ
に

た
と
え
住
ま
い
を
移
し
た
と
し

て
も
、
そ
れ
で
差
別
が
な
ぐ
な

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
同
和
問
題
の
解
決
と
は
、
同

和
地
区
か
ど
シ
か
が
「
分
か
る
、

て
い
る
人
は
、
六
月
中
に
「
現
況

犀
を
福
祉
総
務
課
へ
提
出
し
て

い
た
だ
ぐ
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
だ
の
人
は
至
急
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
詳
し
ぐ
は
同
課
母
子

児
童
福
祉
係
（
豊
内
線
2
3
0
7
）

へ
問
い
合
わ
せ
穴

　
年
金
相
談
所
の
開
設

　
市
で
は
社
会
保
険
事
務
所
と
共

催
で
、
年
金
相
談
所
を
開
孝
摩
ｙ
。

　
年
金
は
老
後
０
　
忠
洒
に
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
か
、

営
け
る
た
め
の
条
件
は
年
齢
や
職

　
ふ
れ
あ
い
宿
泊
キ
ャ
ン
プ

　
小
学
校
高
学
年
、
中
学
生
で
不

登
校
傾
向
に
あ
る
児
童
生
徒
を
対

象
と
し
た
宿
泊
キ
ャ
ン
プ
で
す
。

保
護
者
の
参
加
も
μ
岑
ぞ
。

　
▼
と
き
・
・
・
8
1
1
1
;
;
＝
i
日
出
～
1
2
日

出
▼
行
き
先
・
：
炭
山
キ
ャ
ン
プ
セ

ン
タ
ー
▼
申
し
込
み
・
：
青
少
年
課

（
豊
2
2
・
5
1
6
2
）
へ
電
話
で
。

参
加
は
無
料
。

　
市
民
意
識
調
査
に
ご
協
力
を

　
市
で
は
、
市
民
意
識
調
査
か
七

月
中
旬
、
郵
濤
ぶ
兎
唇
に
荼
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
二
十
歳
以
上
の

市
民
約
三
千
人
を
無
作
為
で
抽
出

分
か
ら
な
い
」
の
次
元
で
は
な

く
同
和
地
区
を
差
別
さ
れ
な

い
状
態
に
す
る
。
つ
ま
り
、
差

別
の
結
果
と
し
て
生
じ
た
牛
活

環
境
の
改
善
や
、
就
労
・
教
育

の
懲
笞
保
障
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
そ
し
て
、
同
和
地
区

の
人
が
ど
こ
に
住
ん
で
も
、
同

和
地
区
出
身
で
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
て
も
、
一
切
の
差
別
を
受

け
な
い
と
い
ラ
次
元
で
考
え
る

べ
き
こ
と
な
の
で
て
］
。

　
同
和
問
題
を
正
し
く
理
解
、

認
識
し
、
差
別
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
祭
ま
し
ょ
う
。

歴
に
よ
っ
て
一
人
ひ
と
り
異
な
り

ま
す
。
自
分
の
年
金
は
ど
シ
な
る

の
か
、
確
か
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
納
め
忘
れ
の
あ
る
人
に

は
保
険
料
の
徴
収
を
、
所
得
が
少

な
い
な
ど
の
事
情
で
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
人
に
は
納
付
の
免
除

の
相
談
も
行
い
ま
す
。

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
・
・
７
月
2
1
日

出
＝
ニ
チ
イ
大
久
保
店
、
2
2
日
ｓ

ｌ
木
幡
公
民
館
、
2
3
日
廊
＝
西
友

宇
治
店
。
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
Ｉ

午
後
３
時
▼
問
営
昌
せ
・
：
国
民

年
金
課
（
容
内
線
2
3
1
0
）
へ
。

し
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
た
ま
ち

づ
く
り
に
っ
い
て
意
見
を
お
聞
き

し
、
具
体
的
な
施
策
に
役
立
て
て

い
こ
う
と
い
シ
も
の
で
す
。
調
査

対
象
と
な
ら
元
だ
人
は
、
ぜ
ひ
ご

協
力
く
だ
さ
い
。
詳
に
こ
は
企
画

課
企
画
係
（
豊
内
線
2
0
8
2
）

へ
問
い
４
ａ
Ｑ
＼
＊
J
°

　
使
用
済
み
ポ
ス
タ
ー

　
掲
示
板
差
し
上
げ
ま
す

　
選
挙
管
理
委
員
心
一
で
は
、
今
回

の
衆
議
院
総
選
誉
礎
っ
て
い
る

ポ
ス
タ
ー
慢
壽
を
、
選
挙
後
、
希

望
者
に
無
料
で
差
に
王
げ
ま
す
。

　
▼
慢
不
板
の
サ
イ
ズ
…
9
0
り
×

２
６
０
り
、
厚
嘩
５
の
ベ
ニ
ヤ

板
▼
申
し
込
み
・
・
・
７
月
1
9
日
囲

（
必
着
）
ま
で
に
、
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
必
要
枚
数
、

使
用
目
的
、
「
ポ
ス
タ
ー
掲
示
板
希

誤
と
書
き
、
市
選
挙
管
理
委
員
会

（
〒
Ⅲ
宏
程
琶
3
3
）
へ
。
申
し
込

み
枚
数
が
多
い
場
合
は
枚
数
制
限

を
し
ま
す
。
営
利
目
的
で
の
申
し

込
み
は
お
断
り
し
ま
チ
▼
問
い
合

わ
す
：
同
委
員
会
事
務
局
（
容
2
0
・

8
7
9
8
）
へ
。
引
き
渡
し
の
日

時
・
場
所
は
、
後
巨
指
定
し
康
ｙ
。

　
地
蔵
盆
防
火
映
画
の

　
出
張
上
映

　
町
内
（
自
治
）
会
の
地
蔵
盆
で
防

火
映
回
を
出
張
上
映
に
羊
子
。

　
▼
実
施
期
間
・
・
・
８
月
1
9
日
困
1

2
6
日
俐
の
午
後
７
時
１
９
時
▼
申

し
込
み
・
。
・
・
７
月
1
2
日
囲
～
1
6
日
面

の
午
前
９
時
～
午
後
４
時
に
最
寄

り
の
消
防
（
分
）
署
へ
。
希
望
の
日

　
城
南
地
域
職
業
訓
練

　
セ
ン
タ
ー
の
講
座

　
い
ず
れ
も
、
時
間
は
午
後
六
時

半
ト
九
時
、
会
場
・
申
し
込
み
先

は
城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

（
萱
4
6
・
0
6
8
8
）
へ
。

　
▼
と
き
・
受
講
料
・
・
・
○
ワ
ー
プ

ロ
（
初
級
入
門
Ｔ
８
月
1
0
日
～
3
1

日
の
火
・
金
曜
、
7
8
0
0
円
○

時
が
重
な
る
場
合
は
抽
選
で
決
定

▼
問
い
ふ
Ｂ
せ
・
：
消
防
本
部
予
防

課
（
き
内
線
2
6
5
7
）
へ
。

　
消
防
設
備
士
試
験

　
▼
と
き
・
・
・
８
月
2
8
日
出
・
2
9
日

間
▼
と
こ
ろ
・
・
・
京
都
府
立
大
学

（
左
京
区
下
鴨
半
木
町
）
▼
願
書
受

付
・
・
・
７
月
2
1
日
團
1
2
3
日
面
の
午

前
９
時
～
午
後
４
時
半
に
助
消
防

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
京
都
府
支
部

（
上
京
区
釜
座
通
丸
太
町
上
る
・
都

文
化
ビ
ル
２
階
、
き
Ｏ
７
５
・
２
４

１
・
3
9
4
5
）
で
。
願
書
と
講
習

会
要
綱
は
市
内
各
消
防
（
分
）
署
で

配
布
中
。

　
勤
労
者
住
宅
資
金

　
融
資
貸
付
利
率
改
正

　
宇
治
市
勤
労
者
住
宅
資
金
融
資

制
度
の
貸
付
利
率
が
、
七
月
か
ら

年
利
五
・
二
五
％
か
ら
四
・
五
五

郊
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
制

度
は
、
市
内
在
住
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
皆
さ
ん
に
、
住
宅
の
新
築
、

購
入
（
中
古
住
宅
・
マ
ン
シ
ョ
ン

を
含
む
）
、
増
改
築
、
修
繕
の
資

金
蔵
低
利
・
長
期
に
融
資
す
る
も

の
。
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
▼
融
資
対
象
者
…
市
内
に
住
民

登
録
が
あ
り
、
今
後
も
市
内
に
居

住
す
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
（
勤
務
年

数
・
収
入
・
年
齢
の
要
件
あ
り
）

▼
融
資
限
度
額
・
’
・
・
新
築
・
購
入
1

7
0
0
万
円
、
増
改
築
・
修
繕
1

5
0
0
万
円
▼
償
還
期
間
・
：
無
担

保
＝
最
長
1
0
年
、
有
担
保
＝
最
長

2
0
年
▼
担
保
・
・
・
融
資
額
１
６
０
万

円
以
上
は
抵
当
権
設
定
▼
債
務
保

商
２
級
検
定
）
＝
８
月
２
日
Ｉ
Ｈ

月
1
2
日
の
月
・
水
・
金
曜
、
１
万

6
5
0
0
『

　
健
康
教
室

　
▼
と
き
…
７
月
1
4
日
伽
、
午
後

２
時
～
▼
と
こ
ろ
・
・
・
産
業
会
館
▼

テ
ー
マ
・
講
師
・
・
・
「
心
身
症
に
な

ら
な
い
た
め
に
」
・
黒
川
順
夫
さ

ん
▼
問
公
お
せ
・
：
宇
治
久
世
医

師
会
（
容
2
2
・
6
4
8
7
）
へ
。

‘

苧
・
保
証
機
関
に
よ
る
保
証
（
共

有
名
義
者
と
収
入
合
算
者
は
連
帯

保
証
人
に
な
り
ま
す
）
▼
申
込
期

限
・
・
台
月
第
２
金
曜
▼
問
い
<
ｉ
ａ
Ｑ

せ
・
：
商
工
課
（
昔
内
線
2
2
1
9
）

へ
。

　
「
宇
治
市
の
工
業
」
を
発
刊

　
市
で
は
、
三
年
十
二
月
末
現
在

で
実
施
鳶
£
「
工
業
統
計
調
李

の
宇
治
市
分
の
結
果
を
「
宇
治
市

の
エ
ぎ
に
ま
と
め
、
刊
行
し
ま

し
た
。
市
役
所
一
階
の
行
政
資
料

コ
ー
ナ
ー
、
中
央
・
東
雲
回
書

館
で
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
。
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
希
望
す
る
人
に
は
、
企

画
課
（
豊
内
線
2
0
8
3
）
竺
部

三
百
円
で
お
分
け
し
ま
す
。

　
栢
木
寛
照
講
演
会

　
▼
と
き
…
７
月
1
6
日
宙
、
午
後

１
時
～
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
商
工
会

議
所
▼
テ
ー
マ
・
・
大
人
が
育
て
ば

ヱ
も
育
つ
▼
問
い
ｉ
ａ
Ｑ
＼
…
同
会

議
所
（
a
2
3
・
3
1
0
1
）
へ
。

入
場
は
無
料
。

　
大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー

　
お
は
な
し
会

　
▼
と
き
・
・
・
７
月
Ｕ
泌
・
2
8
日

困
、
午
後
３
時
半
ト
４
時
▼
対
象

…
幼
児
ト
小
学
校
低
学
年
▼
問
い

合
わ
せ
・
：
同
セ
ン
タ
ー
（
き
4
4
・
7

4
4
7
）
へ
。
参
加
は
無
料
。

訂
正
　
　
　
　
　

七
月
一
旦
砥
二
面

の
「
９
　
天
姦
序
の

開
催
日
は
八
月
二
十
Ｅ
廊
の
誤
り

で
し
た
。
訂
正
し
お
わ
び
し
ま
す
。

●●●●●●●●●●●●●●●-･●●●●●●●●●●●●●●●
●●・●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●･●●●●●●●●●●●●

●
●
●
’
●
●
●
●
●

●

●

●

夏の防火キャンペーン

7月15日（木）～31

日（土）

7
月
1
2
日
は

　
・
。
‘
市
で
は
、
七

月
十
一
日
、
十

八
日
、
二
十
五

日
の
日
曜
日
を

「
大
掃
除
の
日
」

と
定
め
ま
し
た
。

各
ご
家
庭
で
都

合
の
良
い
日
に

大
掃
除
を
し
ま

し
ょ
う
。

　
〈
ご
み
の

　
　
出
し
方
〉

　
燃
え
る
ご
み

は
毎
週
の
定
期

収
集
日
に
、
決

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　
　
　
暑
黛
回
火
に
対
す
る
警
戒

　
　
。
感
が
薄
れ
る
こ
の
季
節
は
火
災

　
　
の
多
発
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
市

　
　
内
に
は
数
多
く
の
歴
史
的
文
化

　
　
―
遺
産
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
大

　
　
切
な
文
化
財
を
火
梁
か
ら
守
る

　
　
た
め
、
一
人
ひ
を
石
火
の
取

　
　
り
扱
い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
消
防
本
部
で
は
、
七
月
十
五

　
　
日
閑
か
ら
三
十
一
日
出
ま
で

　
　
　
「
火
災
か
ら
ｙ
ざ
み
ん
な

　
　
の
文
化
胆
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

　
　
夏
の
防
火
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
忿
展

　
　
開
し
季
ｙ
。
こ
の
期
間
中
、
文

　
　
化
財
の
輦
言
畠
心
と
し
た
消

　
　
防
訓
練
や
放
火
防
止
対
策
の
指

　
　
導
、
一
般
家
庭
へ
の
防
火
訪
問

検
察
審
査
会
の
日

　
今
年
七
月
十
二
日
は
、
検
察

審
査
会
法
の
施
行
四
十
五
周
年

の
日
で
す
。
事
件
や
事
故
の
被

害
者
が
警
察
や
検
察
庁
へ
訴
え

た
が
、
検
察
官
が
起
訴
し
な
か

つ
た
Ｉ
。
そ
の
不
起
訴
処
分
の

善
し
あ
し
を
審
査
す
る
の
が
検

察
審
査
心
一
で
す
。

　
こ
の
審
査
少
仔
う
の
は
、
選

挙
権
を
持
つ
国
民
の
中
か
ら

め
ら
元
た
場
所

へ
。
燃
え
な
い

ご
み
は
次
回
の

定
期
収
集
日
に
、

決
め
ら
れ
た
場

所
へ
。
沿
宛

も
、
で
き
る
だ

け
小
さ
ぐ
ま
と

・
め
て
ぐ
だ
さ
い
。
ま
た
量
が
多

　
・
い
場
合
竺
‘
度
に
出
’
｛
ヂ
、
日

　
ふ
尹
じ
て
出
す
か
、
臨
時
ご

　
み
ぼ
曼
有
料
｝
の
利
用
寛

　
　
〈
臨
時
ご
み
収
集
〉

　
　
臨
時
ご
み
収
集
に
は
、
ご
み

　
を
玄
関
先
ま
で
出
し
て
、
立
ち

　
会
っ
て
ぃ
た
だ
ぐ
必
要
が
あ
り

　
康
ｙ
。
出
し
た
い
日
の
十
日
程

　
前
ま
で
に
、
電
話
で
予
約
し
て

　
く
だ
さ
い
。
料
金
は
ご
み
の
体

　
積
で
決
ま
ひ
、
一
立
方
メ
ー
ト

　
ル
ぷ
由
で
す
。
詳
Ｌ
Ｉ
は
環

　
境
事
業
所
（
容
内
線
3
0
0
5
）

　
へ
問
い
｛
お
せ
べ

●
●
●
●
●
●
●
●
●

な
ど
に
よ
り
、
広
く
市
民
に
火

災
防
止
へ
の
協
力
か
呼
び
掛
け

未
了
。
　
　
　
　
ド

　
こ
の
運
動
に
つ
い
て
詳
し
い

こ
と
や
火
災
予
防
に
関
す
呑
相

談
は
、
最
寄
り
の
消
防
（
分
）
署

へ
お
気
軽
に
。

　
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
た
、
十
一

人
（
一
審
査
会
当
た
り
）
の
審

査
員
。
こ
れ
ま
で
約
四
十
万
人

が
国
民
の
代
表
と
し
で
選
ば
れ
、

活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
も
し
あ
な

た
が
選
ば
れ
た
時
に
は
、
ぜ
ひ

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
ぐ
は
、
京
都
検
察
審
査

会
（
豊
０
７
５
・
２
１
１
一
４

１
１
）
へ
問
い
合
わ
せ
欠

218

図
書

館

福
祉

お
知

ら
せ

学
ぶ

パ
ソ
コ
ン
（
ロ
ー
タ
ス
ー
・
２
・
３
）

１
８
月
９
日
Ｉ
９
月
２
日
の
月
・

木
曜
、
７
８
０
円
Ｏ
簿
記
（
日

市
民
の
ひ
ろ
ば

ス
ポ

ー
ツ

水
泳
教
室

▼
と
き
・
・
・
７
月
1
9
日
間
～
2
7
日

夏
の
大
掃

除7
月
の
日
曜
日
は
大
掃
除
の
日

人
権
を
考
え
る
1
2
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